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地域審議会の設置に関する協議第8条第6項による委員以外の出席者
　・千葉県北部林業事務所（北林）
（会議経過）
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	議　題　　・　　発言内容　　・　　決定事項


　片岡ですけれども、私、２点ほどご質問があるんですけれども、市としましてこのバスのコンセプト、誰をターゲットとしているのか。お年寄りを対象としているのか、あるいはもうちょっと若い人を対象にしているのか、あるいは全般的に対象にしているのか。と言いますのも、私、オライはすぬま観光大使をしておりまして、観光客で来た人にバスの乗り継ぎというのを先日時刻表を作ったんですね。基幹バスのスタート時間と終了時間が早いということがまず一つあります。それはバスの運転手さんの契約とか、いろいろあるんでしょうけれども。

	　それでまず一つ気になったのは、そのバスを使って市内だけを渡していくのか。私はそのバスを使って、例えば千葉に行くのにここから、蓮沼から駅まで行って、駅から千葉に行くとかというふうにコネクトしていた方のタイムスケジュールになれば、もうちょっと利用者が増えるのかなと。

　それから、昼間の時間帯は結構１時間に１本ずつというのは良くわかったんですけれども、朝の時間帯がもうちょっと早いと、学生さんなんかが利用する人たち、特に蓮沼地域は結構今高校に行くのに遠いところの高校を選ぶ子が多いんですね。千葉市内とか。それで親が送り迎えをしているというような状況もありますので、例えば７時ぐらいまでに成東駅に着くとか、松尾駅に着くとか、そういった方が、あるいは帰ってくる時間帯ももうあと１時間、18時、19時ぐらいまであると、学生さんが利用するのではないかなというふうに思います。

　それから、中学生でも遠征とかなんとか、バスを使っていくときに自転車でわざわざ行かなくても、それを利用して行かれることができるのかなというふうに思います。ただ、京成バスだとか一般の民間のバスが駅まで入っていますので、そのところの兼ね合いとか色々あるでしょうけれども、できればそういうところをご検討いただければ、蓮沼地区の10代、若い人たちの利用者というのは増えるのではないかなというふうに思います。

　ありがとうございます。

　では、担当のほうからまずご説明をさせていただいて、補足的なものがあれば私のほうからご説明いたします。

　どうぞ。

　まず、バスのコンセプトといたしましては、今回の実証実験を実施するまず大きな目的というものが、高齢者を初めとする移動制約者、交通弱者の方の日常生活の移動手段を確保したいというコンセプトで始まっております。

　もう少し詳しくお話しいたしますと、ご自分のお住まいの地域の中については乗合タクシーで行きたいところへ移動していただいて、また山武市全域を考えたときに基幹バスと組み合わせて市内全域の移動手段としてご利用していただくという考えでまずはスタートしております。

　そういった中で、市内の移動手段というものがまずございまして、市外への移動手段というのは、やはり先ほどご指摘のありましたように、鉄道駅ですとか、既存のバス路線といったものとうまく乗り継ぎをしていただいて、市外への移動をしていただきたいというものがございます。

　運行時間につきましても、やはり高齢者の方というものをまず第１に考えておりまして、運行の第１便が山武医療センターの開館時間に合わせるような形で開始しておりますので、基本的には通勤・通学といったものについては、既存の公共交通を利用していただきたいという思いで最初スタートしていますので、朝もそういった意味があり現行のダイヤで走っているといった状況になります。ただ、やはり市内の交通環境というものも当然ずっと同じなわけではなく、今後も変わっていくこともあると思いますので、その状況に合わせて当然交通計画の改善というものは必要であろうというふうに考えてございます。

　以上です。

　では、ちょっと補足でございますが、基幹バスの大きなコンセプトは、今の合併をして、それぞれ合併前の旧町村の中心になるところというのは、そのまま今でもあると思います。行政は集中、コミュニティーは分散ということで、各合併前のコミュニティーはきちっと今までと同じように守っていかなければいけないということで、多中心的なまちづくり、中心は１つではないのだという中で、それぞれの拠点を結ぶというのがコンセプトでございます。そういった部分で、これはどちらかというとまちづくりの政策的な部分を大きく考えた仕組みということでございます。

　ただ、そのターゲットはやはり交通弱者を中心として考えております。それは民間の事業者と競合させないんだというのが一つございます。ということで、通勤・通学は現在もいろんな形でされておりますので、将来的にはこれは公共交通である程度カバーしなきゃいけない点も出てくると思いますが、スタートの時点は今の交通弱者という視点ということを置いて現在運行を、実証実験をさせていただいているということでございます。

　今、片岡委員から極めて重要な指摘があったというふうに理解して、私いいと思います。スタートは確かに交通弱者についての市の一体感を醸成するためにということでスタートしているわけですけれども、少なくともこれが運行していって、正常に活動していくというときになっていくと、当然民間の交通業者との競合というのは避けられない。それを事によったらばどこかの時点でクロスオーバーしていって、政策決定をしなければならないというときが必ず来るというふうに私は思います。
それは絶えずその辺のところを市のほうで思いながら行っていくという作業が大変重要だろうと。つまり、片方に補助金を出して走っていて、そちら側で担い切れなくなるとすると、当然公共の市で運営しているものが、例えば通勤者や学生に対してもコミットメントしていかなければならない。つまり民間業者がこれによってずっと競合して、並行して活動していくということはかなり難しい判断が迫られるところまで来るだろうと思いますね。だから、その辺も含んでいるというものを考えながらこの事業は進めていく必要があるということが、片岡委員の指摘は正しいだろうというふうに私は思います。

　それでは、それ以外に何か。どうぞ、石橋委員。

　石橋です。

　これはちょっと細かな点で、非常に恐縮なんですが、私の観察と言うとおかしいですが、見た目でこれはどうかなと思う点がありましたので、市当局の方もおいでになりますので、１つだけ聞いておいていただきたいんですが、実は昨年、今からいうと昨年12月、日にちははっきり覚えていませんけれども、午後、基幹バスと松尾駅で会ったんです。私がちょうど家の者を迎えに、電車を待っていたんですね。そのとき１時何分か、時間は忘れましたけれども、上りの電車を待って、それで松尾で待っていたんです。そうしたら、上りの電車が松尾駅を来た頃に、ちょうど基幹バスも松尾駅に停まっていたんです。その電車が停まって、出ていっちゃいましてね、電車は既に停まって乗降客をおろして。

　それでたまたま上りの電車というのは、松尾駅は階段を上がってこないと乗降客が改札まで出てこない。時間がかかるんですよ。電車が行っちゃうとしばらく経たないと降りてこられないですね。改札出られないです。その改札をお客が誰一人出ないうちにバスが発車しちゃうのです。これではせっかく待つ意味がないのではないか。

　そういうせっかく時間で動いているのは確かにわかるのですけれども、ほんのちょっとの乗降客が出て乗る人がいるかいないか確認した上でスタートしてくれないと、バスがいる意味がないのではないか。乗る人がいたかいないかわからないですよ。多分いなかったかもわからない。でも、私たち一般の人間が見て、あれではしようがないなというような感覚を覚えたんで、そのときの状況はどういう状況であったのか、運転手さんの状況もあったのかもわかりません。だけれども、少なくも市バスとしたらその辺の配慮というのはこれ十分考えてもらう必要があると思う。

　ですから、これはごく一つの例ですけれども、些細な例かもわかりませんけれども、そういった市民に対するサービス精神があったならば、そういうことはまずもう少しゆっくりしていただいたのではないかと思うんですね。ですから、いつもいつもそうではないのかもわかりませんけれども、たまたま私が１日だけ出くわしたときにそういうことに遭遇したものですから、ひとつ市のほうでも運行のほうには十分その辺の配慮をしていただくような進言をしていただいたらと思いました。

　以上です。

　時間だよね。いやいや、時間というのはそれはわかりますね、時間ね。だって、電車が入ってくる出発の時間、その時間というのは大体同じなんだから、その辺もう一回検討してみたらどう。多分……。
　午後１時ぐらいの上り電車を受けていた時間帯だと思います。松尾のね。

　そっちの時間はわかるわけだから。

　まさに基幹バスについては駅との乗り継ぎというのは非常に重要な点でございます。これにつきましては、私ども現在バスの中に松尾駅でしたら上りが何時何分に出発します、下りが何分に来ます、それが何分に出ますとか、そういう情報を全部バス会社のほうと協議をしながらやっております。

　そういう中でこういうことが起きたという現実がありますので、これはまた再度バス業者のほうにきちんとその辺は確認をさせていただいて、そういうことがないようにいたしたいと思います。
　たまたまそのときだったかもわからないです。それは当然やってらっしゃることだと思ったんですが、私が見たときにはそういう状況があったんで、その辺ひとつと思いまして。

　そうですね。ですから１度でもあるとですね、やはりこれは大変なことになりますので、それはないように、決してないようにということで、またバス会社のほうときちっと協議をして、きちっと信用できるバスということで。

　それでこそやっぱり市民が利用したいなという気持ちになると思うんです。来ても行かれてしまったのでは何の意味もないですからね。仮に乗ろうとした人が乗り遅れたならば、非常にこれはがっかりすると思います。

　その辺は十分気をつけてやります。

　よろしくお願いします。

　私のほうから１点だけ。どうぞ、秋葉委員。

　すみません、秋葉です。では、ひとつ先ほど片岡さんが言ったことは、実は片岡さん２年間、去年、その前の任期のとこにそういうコンセプトか何か、市のほうから説明があったんですけども。それで、そのときはそういうことを。今、会長がおっしゃったように、民間のほうも市から補助金を出していていて、これはまた公共交通で。逆にこれ今実証実験だということで、いつまでもこういうことを市でやるべきなのか、あるいは民間を潰してやるかという、その選択は本当に。だから業者なんかは逆に、これをとるために自分たちだって案はいろいろあるみたいですけれども。

　私がここでいま一つ、最後の便が18時でここへ来まして、そのまま終わった後、空便で成東、車庫まで帰るんですよね。そうすると時間的なものというか、その辺はどうですか。申請とか必要かどうかわかりませんけれども、最後まで来て、ここで終わって運転手さんも車庫へ行って、そのまま帰るのであればいいんですけれども、幾ら乗る人が少ないからといって、空のまま成東のフラワーバスの車庫まで行くのはちょっともったいないなという。時間的に停留所いくつかありますが全部とまるかどうかは最終ですからわかりませんけれども、その辺もガソリンは燃料はそう変わらないと思いますので、せめてそこからだったら手ぶらで少しでもあれだったら、コスト的にはほとんど問題ないでしょうから、やはり住民のサービスという面では一考していただければというところがこの基幹バスについては思っておりますので。

　そうですね。空で走っていくならね、もしかしたら運行できるかもしれない。その辺の検討はもう一度してみてください。

　時間もありますので、では私のほうから１つだけすみません。

　これ、５ページの当面の対応方針の２の土日祝日の運行見直しのところで、各地区とも平日に対して運行台数を１台ずつ減らし。これどうして土曜日日曜日では、どんな理由で乗らないのか。つまり利用者が少ないのでしょうか。その理由というのはちょっとお聞かせいただけませんか。つまり、それによって一体誰がどういう形で利用しているというのがきっちり見えてくるかなというふうに思いましたので、お尋ねをします。

　まず、乗合タクシーをご利用される方で一番行き先が多いのは山武医療センターとなっております。やはり病院がやっているときに通院目的でご利用になる人が多いですから、土日の病院が閉館しているときは必然的に需要が減るといった状況があります。

　あとは公共施設、例えば市役所ですとか松尾ＩＴ保健福祉センターといったところもご利用になる方は結構いらっしゃるんですけれども、そういったところは官公庁お休みなので。これは近隣ですとか国内で乗合タクシーを運行されているところのデータを私どものほうである程度調べたりもしたのですが、やはりどこの地域でも土日祝日は平日に比べて利用者が少ないといった状況があります。その利用状況、ここまでの４カ月間のものを見て、台数を減らしても十分サービスレベルを落とさない範囲の中で経費の削減が狙えるかということで検討しております。

　ありがとうございます。私はお休みの日なんだから、この日こそ外出ができるかなというふうに思ったんですけれども。

　では、よろしいですか、質問。

　どうぞ、秋葉委員。

　ということに、そういう考え方であれば、今の実証実験ですから、今、片岡さんが言ったように、観光とビジネスとそういう、ただ、平日はそういう施設が休みだったから利用者が少ないから運行しないんだよという考えであれば、逆に土曜日曜でも走らせて、平日基幹バスと違う面で、その時間帯はどういうお客さんが乗るんだろうという考え方で、それによって今度は民間業者に何年後かに移管するかどうかデータをもって知らせる。そういう市としての基本的な方針の考えになっている。

　では、そのくらいだったら民間は受けませんよとか、そういう実証実験ということであれば、そのときの考え方は、確かにコンセプトは公共交通、交通弱者と、そういった面を救う意味で市内の共通、山武地区はこれからですけど残りの３地区についてはこういうことをやりますよというスタートからして、それでマリーノまで行ったときに前回のスタートアップするときの地域審議会の中でも道の駅がスタートだったけれども、他の委員からも、せっかくだったらからもう少し海浜公園観光というところがあるんで、一、二分しかかからないんだからということで、知らないところで結果的によかったんです、向こうから、マリーノさんからスタートするという形になったわけですよね。そういうことを今までの経過を考えたならば、私は逆に今、片岡委員が過去の経過、歴史に触れたら、公共施設が休みだから利用者は今は少ないから、もう減便というのにはちょっとというのは。

　非常にありがたいご意見。今みたいな案ですと、例えばオライはすぬまで何かイベントをすると、公共交通を使った方には何か割引をするとか、そういった公共交通に乗っていただくことによって一つメリットがあるんだよみたいなものを、土日にいろんなところでやっていただくと、公共交通を使って、ふだん余り外に出られない方も、では行ってみようかとか、そういうふうになるかと思います。

　今の現状ですと、公共交通に使う、先ほど申しましたように、基本的には通院が結構多くの方が利用されているということで、そういう部分では土日がなかなか伸びない理由だと。極端には本当に少ないときは平日の３分の１ぐらいしかご利用いただけないというのも結構ございますので、そういった部分ではいろんなものを計画をして、皆さんが家に閉じこもらないで、いろんなところに出るという、そういったものをみんなで考えていただければ、もっと利用していただけるのかなというふうに考えております。

　いいですか、アイデアを一つ。

　実は私、言おうかなと思っていたんだけれども、公共交通、基幹バス、今、課長が話したのと同じようなアイデアでいいかなと私は思ったのですよ。例えばお花見のときがあったらば、どこかありますよね、スポット。沿線利用にね。お花見に行こうというバスをつくってみるとか、蓮沼の道の駅で何かイベントを組んで乗ってもらうとか。つまり沿線上で何かのイベントをずっと市として経常的に色々なものを組み込んでいく。そうすればおもしろいかなというふうに思います。

　例えば、あそこは一番最後のところで、ホテルで何かイベントをしてもらうとか。割引しなくても良いではないですか。それに乗って、乗ったら楽しいという。とりあえず無料バスでどう。どこかあるでしょう、山武地区のほうに。バスを降りたところでもっとお花見できるところありませんか。そんなものを無料バスをとりあえずつくって乗ってもらえば。

　それってきっと、利用する人は本当にこういう催し物があったら楽しいだろうというものを、実はアイデアを出していただければと。実際にそういうことを地元で、本当に地元の人たちも含めて楽しめるようなイベントをぜひ開いていただければ、きっと利用していただける方が増えるんだと思います。それは基幹バスだけではなくて、そこに来る乗合タクシーに乗って来る人もいます。

　我々行政って意外と変な話、そういう楽しみ方がやはり地域地域であると思うんですね。それは本当は地域の方が一番知っているんだろうと思いますので、我々もそういう部分は考えていきたいと思いますが、やはり地元の方も何かいいアイデアがあれば、ぜひ考えてそれを実際に動かしていただければと。非常にありがたいご意見だと思いますので。

　まだあと２つありますので、この辺でこの問題は。

　次に移りたいと思います。続きまして、地域振興基金運用計画についてをお願いいたします。説明をよろしくお願いします。

　山武市企画政策課の今関でございます。よろしくお願いいたします。

　それでは、私のほうから地域振興基金運用計画（案）に対する意見書の関係でご報告をさせていただきます。

　お手元のほうに表紙が意見書となっております、こちらの資料のほうをご覧いただきたいと思います。

　こちらは、前回９月28日に第２回蓮沼地区地域審議会を開催いただきまして、その際にその会議の前段で市のほうから地域振興基金運用計画（案）についてお示しをさせていただきまして、それに対しての意見ということで、同日会議でご検討いただいたものでございます。その会議の際に色々ご意見を出していただきまして、最終的な意見書としての成果品につきましては、後ほど会長、副会長にご確認をいただいて提出をさせていただくということで、皆さんにご確認をいただいたものでございます。その成果品のご報告ということになります。

　意見書という形で、この表紙をめくっていただきまして、それぞれナンバー１からナンバー６まで事業がございます。すべて審議結果は適当であるという形で、その際に会議の中で出ました附帯意見をその他の欄に加えさせていただいております。

　これはそれぞれその会議の際に出たものをここにまとめて載せさせていただいているというものになりますので、後でご覧をいただければと思います。

　この意見書のほうなんですけれども、９月28日付ということで、山武市のほうに提出をさせていただきまして、その後、各４地区からすべて意見書をまとまったわけでございますけれども、事業として適当でないという回答はどこの地区からもいただいておりませんでした。ですので、８ページにございますけれども、地域振興基金運用益金対象事業運用計画書というのがございますが、この計画書どおりに11月１日に決定をさせていただいております。こちら、今ご覧いたただいているものは、この計画書については説明会の際にご説明をさせていただいたものが、単純に案が増えただけのものになっておりますので、内容は変わっておりません。しかしながら、各地区からいただいたご意見に関しましては、当然対応させていただけるものについてはそれを留意しながら実施させていただくというようなことで進めさせていただくものとなっております。

　ですので、平成23年度と24年度ということで、この計画書どおりいきますけれども、24年度につきましては今年のまた夏頃になろうかと思いますけれども、各課から地域振興基金を活用した事業の提案という形で、ここに載っているもの以外のものがあればまたご提案をさせていただいて、皆様にご審議をいただきたいというように考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　以上、簡単でございますけれども報告させていただきます。

　ありがとうございました。これは、この前のご議論いただいたものをそのとおりに実行するという８ページの表で予算を計上していくということであります。これはどうなのでしょうか。例えばとりあえず２年間は23、24年で、25、26についてはまた新しく議論し直すということになりますね。私たちの任期はこのとき終わってしまっているんですけれども。

　例えば、医学生奨学金貸付事業なんていうのは２年で終わるものではないよね。貸し出してしまえば、１年借りて、次の年に無くなっちゃったなんていうことはないよね。ずっと継続するという意思は持たなくちゃいけないよね。考え方として。

　事業の性格からすれば、そういうような性格だとは思っております。ただこれも地域振興益の運用益でございますので、当然ほかの事業と同じように、その時期に検討していただくということはきっとやっていく……。
　検討はする。

　この事業は市にとっても引き続き重要な事業だということであれば、それは当然継続をして、同じような形で実施するということになろうかと思います。

　ありがとうございました。何かご意見ございますでしょうか。ご質問。

　それでは、続きまして光ケーブル網整備について説明をお願いいたします。

　企画政策課の小川と申します。大分時間のほうが経過しておりますので、手短にご説明というか、お願いをしたいと思います。座らせていただきます。

　どうぞ。

　これにＡ３判ということで光ケーブル網整備要望書という形のものをお渡ししてあると思います。

　今回、光ケーブル整備要望書を、通信事業者に要望を出して、何とかこの地域に光ケーブル網を整備していただきたいというお願いをしようというものでございまして、実は明日ですが、区長さんを通じて全世帯の方にこれをお配りするという予定でおります。今さらとお思いの方もいると思いますが、ご存知のようにそういった環境が整っていなくて、非常にインターネットをやりづらかったりとお困りの方もあるかと思いますので、ぜひ今回は市を挙げてこの要望活動をして、何とか実現したいという思いでございます。

　区長さん方にこれをお願いしてお配りするだけでは、やはりなかなか集まってこないと思いますので、実は市の職員にお話をしまして、これは市の職員のボランティアですけれども、各地域の世帯に極力回っていただいて、回収をしていただきたいということで、もう既に一部の職員は動いております。

　そういったことで、とりあえず２月中を目途に強力に要望活動をしていくということで考えておりますので、ぜひとも皆さん方にもご協力、ご理解をいただいて、一件でも多くの要望書が集まるようにお願いしたいというふうに考えております。

　これは幾つか注意点を申し上げますと、ちょうど真ん中に御記入欄ありますけれども、こちらに氏名、または法人の方については法人名をいただいて住所と、電話番号は基本的に固定電話の番号を入れていただきたいということです。固定電話がない方につきましては、携帯電話でもそれは構わないということであります。

　お書きになる方のお名前は、基本的に固定電話の名義人の方でご要望をいただきたいというふうな形でお願いしたいと思います。こちらについては下段のほうに留意点がございますけれども、この要望書は光ケーブル網の整備を通信事業者に要望するものでありまして、光ケーブルを利用したサービスへの加入を強制するものではないと。あくまでも要望だということでございますので、そういうことでご理解をいただきたいと思います。

　一番下にありますように、この要望書の提出に関してお金がかかることはありませんので、安心してお出しいただきたいということでご理解をいただきたいと思います。

　以上、簡単でございますが、そういうことでよろしくお願いします。

　よろしいでしょうか、何か。どうぞ、山崎委員。

　回覧で回すということですか。区長に来るということは。

　各戸に配布してくださいという形でお願いしてあります。

　それが来るのが明日ですか。

　明日お願いするということです。

　今月中に間に合わないですよ。

　そういうところもあると思います。

　間に合わないです。うちの区は全然間に合わない、それでは。

　よろしいですか。

　どうぞ。

　そういうものも含めまして、市の職員が実際に回っていますので、短い期間の中、とにかく２月を１回、今月を強化月間ということで、今月を集中してやりたいと思っています。やはり間に合わないところもございますので、そちらについては３月の取りまとめを行いまして、一件でも無駄のないように要望をきちっと通信事業者のほうに上げていきたいと思います。

　２月の末までに集まったものについては、市のほうはその次に要望を上げる。目標4,000件って書いてあるではないですか。4,000件というのは今話を聞くと、つまり１件に１人しか要望書は出せないということだね。電話が２台あれば２人出せるんだろうけれども。

　もう一つ確認。２月以降に出た分についてはまた追加でもって出していく。２月に4,000件集まるの。

　集めたいと思います。

　それで、これを要望書を出すと、いつ実現するの。

　実は、この要望書は集まると100％整備をするというお約束ではないんです。これは通信事業者が今で言うと23年度の事業計画を立てるときに、候補はいろんなところに上がります。その中でやはり要望が多いところを優先的に整備をしていくという考え方であります。ですので、まずは通信事業者の整備計画の中へ載せていただく、土俵に上げていただくという趣旨のものでございます。ですから、これがスタートラインということでございますので、私どもは整備をされるまでは要望活動を続けていきたいというふうに考えています。それにはまず通業者がある程度数値目標を私ども示しておりますので、それはクリアをしたいと思います。

　その数字が4,000件なのですか。

　4,000件ということでございます。

　少なくても私たちは、私も区長でありますからお願いしますよね。できるのと聞かれたら、できますと答えなくてはしようがないでしょう。要望だけですよと言ったら、何をそんな話というようなことになる。つまりこういうことです。私たちは区長でありますから、山﨑さんも区長です。お願いに行くわけですよ。書いてもらいますよね。できるのと云われ、はい、何だかわかりませんと言ったら、それで書いてください、それは失礼でしょう、お願いするほうとすれば。書いてくださいと言ったらば、はい、かしこまりました、いつできるのって聞かれたら、できますとは言わなくては書いてくれと言えないでしょう。いつ頃できますって聞かれたら、とりあえず、ではイメージとしてこのぐらいでできますというぐらいのお話はしてやらなければ書いてもらえないのではないですか。

　私どもは要望書を上げるときには、23年度中の整備をお願いするということで要望したいと思います。

　23年ね。

　はい。

　来年度中ね。予定ですと言って良いのだね。

　要望する予定でございます。それはもう変わりません。

　だって、それを言わなかったら、お名前をいただくのに、できるのかできないのかわからないのにみんな書いてくださいでは、とてもとても。

　どうぞ、石橋委員。

　ちょっと私が無知なのでお尋ねしたかったんですが、今、各地区でそういうふうに光ケーブルというものを導入されているところが多いそうですけれども、まだ未整備のところというのは相当ここの地区を含めていっぱいあるんですか、県下。その辺は。ああ、ここにあるんですか。これは蓮沼地区ですけれども、ほかに今、対象の、例えば競争、ライバルが今、課長さんが要望のあるところが優先だというようなお話ですけれども。

ただ、私たち全然素人が未整備地区は順次進んできてやってくれているだろうと思っていたわけですよ。だから、その順位がまた要望によって違うということは、確かにそういうふうな希望があればやってくれるんでしょうけれども、その辺でもう全部都市部は整備されていて、こういうやっていない地区というのは、例えばこの山武地区と同じようなライバル地区というのはおわかりになりますか。

　もう数えるぐらいしかございません。

　そうでしょう。

　ただ、整備するしないは民間企業ですので、ある程度の採算が合わないと整備をしません。その形として、本当は仮申込書というのが今まで従来は必要だったんですが、要望書でも検討しますということになっていますので、とにかくこれだけ需要がありますというのを民間事業者にこの気持ちを伝えていくというのが今回の趣旨でございます。

　そうしますと、それは関連的なことなのか、課長さんの心づもりとしてある程度やると可能性が強いんだよとか、その辺の何かニュアンス的なものはある程度お持ちなんですか。

　可能性は強いと思います。

　そうなんですか。

　できるって言ったではないですか。

　ああ、そういう意味でね。

　できるというか、可能性としての意味です。

　どうぞ、秋葉委員。

　同じ山武市でも、成東、日向台のほうはもうできているんですよ。

　自治体の中で、市の中でも分かれてしまっていますし、それから横芝光は良いのですが、九十九里町は町としても……。
　九十九里とかは何もやってないんですね。

　今、逆に蓮沼だけ考えた場合には、０４７５の８５・６というのは物すごく人口密度が低いですので、そうするとＮＴＴさんも費用対効果で、いつになったら来るのかなという私なんかだったら多分光にならないうちにしおさいで行ってしまうんではないかと思うんですけれども、これはもう今がチャンスというか。そうするとＮＴＴさん、メンバーに入るだけであって、課長はそれを一生懸命頑張ってくれるというけれども、そこまで自信を持って言ってくれるということはありがたいことですので、そうするともしもそうでない場合には何年か後には市として考えるという、これがなければ多分行政が出すわけないというふうに私は理解して、こういうことなんです。

　だから4,000件なんでしょう。最低4,000件なんですよ。

　いいですか、お尋ねしたいんですけれども、要望書を出しますね。引くという決定を事業者がしますね。今度引くのは個人が引くわけでありますから、要望書を出したけれども、引くって手を挙げる人が幾らもいなかったな。そんなことどうなの。

　民間的には乗れないでしょう。

　いやいや、私が言ったのはこういうこと。今お願いに行きますよね。どうでもいいという人もいるかもしれない。でも私が来たのでお願いしますよ、ちょっと名前だけ書いてって言って、書いてもらってくるとしますよね。それで、今度実際に引くといったときに……。

　それは大丈夫ですよ。

　いや、だからそれがどの程度だったら。

　いや、向こうで載せるよ、事業に。それで実際には引く人が３人か５人しかいなかったなんていったら。その辺はどうなの。例えば普通の、今、山武市の中で。

　ちょっとよろしいですか。原則的に先ほど申し上げましたように、これを書いたからといって必ず入らなきゃいけないということではない、これが基本でございます。私どもいろいろ回って、今、私もいろんなところにお願いに上がっていますが、結構思った以上にこれを待ち望んでいる人は現実的に多いです。ですから、この要望活動をやった数だけが入らなくても、それは先ほど言ったように、基本的に原則的にこれは要望活動、要望ですので、やはり我々もそうですし、次の世代に残すということもそうですし、この地域の活性化のためにはもう必要なんだということで、とにかくご賛同いただくと。

　もらいます。よくわかりました。明日私のところへ来るんでしょうから。ありがとうございました。

　それでは、そのほかの。まだ何かある。

　お手元にお配りしたやつにお書きいただいても結構なんですが、また余分もちょっとありますから、区長さん以外の方で、近所回ってもいいよという方がいらっしゃいましたら。
　１点よろしいですか。例えば私も２件、２本回線がありますので、２件書いたんですけれども。あと妻が携帯電話を持っているんですね。その場合に、妻の携帯電話で１件というふうにするのはまずいんですか。

　基本的には相手の企業は何を期待するかというと、インターネットの回線を利用していただける方が何人いるかというのを期待すると思いますので、多分１件の家でも、例えば世帯が分かれているようなところについては２件でカウントを進めるんだと思います。たまたま名義が１人で２本持っていても、きっと１カウント。

　名前は変えましたけれども、住所も変えましたけれども。世帯分離してありますから。

　特に携帯電話の場合はチェックをしてくると思いますので。

　では、そこまではしなくていいということですね。

　ありがとうございました。その他について、事務局のほう何かありますか。３月の。

　そうですね。３月にできればＮＡＡさんにおいでいただいて、30万回の件でご説明をしていただきたいと思っております。まだそれについては当然向こうとの日程の調整というのがございますので、また会長のほうと日程を調整させていただきたいと思います。

　よろしいでしょうか。私どもに日にちについてはお任せをいただいてということで。では、３月に適当なときに、騒音の関係でありますので。どうだろうね。騒音だけで大丈夫かね。

　私は、それから医療関係のお話というお話なんですが、内容的にはどういう。

　さんむ医療センターの現況についてのお話をしていただければ。なくなっちゃうんだか、大丈夫だか、動かしているんだかという、そんな話でどうなんですか。

　今の経営状況、そういう。

　なくなるということは多分ないと思いますので。

　別に私もそういうわけで言っているわけではないので。

　いや、だから例えば30万回だけで会議をやると言えば、それでもいいのよ。それでちょっとで終わっちゃったらば。結構時間かかるかね、30万回で。

　１時間はかかるでしょうね。

　
そうすると、会議は２時間ぐらいか。

　さんむ医療センターの関係は、ちょっと担当部署のほうに。

　現況の説明をしていただくということでどうでしょう。

　お話をちょっとさせていただきます。

　では、３月のほうは30万回と、それからさんむ医療センターの経営の現況についてご報告いただくということでよろしいでしょうか。そういうことで開きたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。

　長い時間ありがとうございました。
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